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説明内容

1. 保健所の概要について

2. 保健所の業務について

3. 今後の対応の変化について

2



１．保健所の概要について
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千葉県の保健所

• 県型保健所：13ヶ所

• 市型保健所：３ヶ所

【指定都市】

千葉市保健所

【中核市】：精神の措置業務は行っていない

• 船橋市保健所

• 柏市保健所
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千葉県の保健所

保健所＋福祉事務所

⇒保健所（健康福祉センター）

１市１保健所は、３市を除くと２ヵ所

市原保健所、野田保健所
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市原保健所の職員数
職員数職種

9名事務職

３０名技術職

１名医師

１名食品衛生監視員

３名獣医師

５名薬剤師

１０名保健師

３名管理栄養士

１名診療放射線技師

２名精神保健福祉相談員

１名看護師

３名用務員・動物指導員

３９名合計
令和６年１０月１日現在
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保健所幹部

• 所長（センター長）：医師

• 事務次長（副センター長）：行政職

—総務企画課

次長（副センター長）：食品衛生監視員

—健康生活支援課、地域保健福祉課
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保健所の組織（３課）
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【保健所機能】

• 総務企画課→庶務、防災、医務、薬務、災害医療

• 地域保健福祉課→母子保健、精神、栄養、難病

• 健康生活支援課→感染症、結核、食品、動物、環境

【福祉事務所機能】

• 地域保健福祉課→児童福祉、ひとり親支援、障害者福祉、ＤＶ相談 等

【君津保健所が行っている業務】

• 食品機動監視課：広域流通食品

• 検査課：微生物検査

• 監査指導課：社会福祉法人監査
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２．保健所の業務について
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保健所の業務

• 健康危機管理：食中毒、感染症、精神

• 調整業務：地域医療構想調整会議、地域職域連携推進協議会など

• 窓口業務・電話相談：申請（住民と法人）と相談

• 市原市を経由しての申請：

母子父子寡婦福祉資金、特別児童扶養手当 など

• 診療所機能：結核健診、ＨＩＶ検査

• 指導業務（監視・監査・立入） ：出張しての業務

病院、食品営業、理美容、ビル管理、動物など

• 調査事業：人口動態統計、国民健康・栄養調査など
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３．総務企画課
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病院への立入検査（年に１回）
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年１回全病院に立入検査を実施することになっている

P.19

定例書面定例対面西暦令和

ー１３２０１９年元年

ーー２０２０年２年

１３ー２０２１年３年

１３ー２０２２年４年

ー１３２０２３年５年



地域医療構想調整会議

13

市原２次医療圏が対象（市原保健所）

委員 １２名

病院数：１３件

病床の機能分化と連携をメインテーマ

令和６年度は２回開催予定

第１回：令和６年８月７日（ウェブ開催）

・医療機関毎の具体的対応方針

・病床配分の方向性

・地域医療提供体制データ分析チーム構築支援事業

第２回：令和７年２～３月（予定）

・外来医療の医療提供体制の確保

・医療機関毎の具体的対応方針

・非稼働病棟

・市原保健医療圏における病床整備
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不正大麻・けし撲滅運動

14

P.23

上映のみで提示



けしの除去
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P.23

市原保健所管内千葉県西暦令和

本数件数本数件数

1,117本８件10,643本８５件２０１９年元年

1,260本９件16,074本８４件２０２０年２年

300本２件6,111本７８件２０２１年３年

70本２件4,486本６５件２０２２年４年

996本４件6,835本８２件２０２３年５年

５月，６月の２ヶ月間「不正大麻・けし撲滅運動」を実施
市原保健所管内で大麻の発見通報は過去５年間なかった



４．地域保健福祉課
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４－１．精神保健
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P.61

主 要 事 業

• 相談・援助
– 精神保健福祉相談員、保健師による電話、面接等

– 精神科医師による定例相談（予約制）

• 精神保健福祉法に基づく通報、診察、入院
– 警察官等による通報、措置診察・入院

• 市関係機関との連携、協力

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業
– 保健・医療・福祉関係者等による協議の場への出席を通じ、

関係機関・当事者・家族等との重層的な連携を構築
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P.62

令和５年度の措置入院者数
自傷他害のおそれのある精神患者が対象
精神保健指定医2名が診察を実施し、２名共入院の必要ありと判断した場合
知事の権限で入院

保健所への通報 １８件 （内、警 察４件
↓ 検察官３件

矯正施設１１件）
保健所の調査

↓
精神保健指定医の診察 ７件（全通報数の３８.８％）

↓
要措置入院 ６件（全通報数の３３.３％）

↓
入院医療機関への搬送



市原保健所の通報件数
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P.62
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４－２．地域保健
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母子保健推進事業

市原母子保健推進協議会（保健所）

広域的な母子保健、医療、福祉政策を推進

令和６年度のテーマ（令和７年２月開催予定）

①管内の母子保健事業の現状と事業報告

②思春期保健・若年妊娠の現状と対応について

市原市における周産期保健に関する連絡調整会議（市）

市の周産期の支援について市の相談事業の周知や課題の共有
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地域・職域連携推進事業（健康増進）

市原地域・職域連携推進協議会（保健所）

県の地域・職域連携推進協議会の地域機関

職域との連携（労働基準監督署、事業者も参加）

令和６年度のテーマ（８月１日開催済）

①令和５年度 市原地域・職域連携推進事業の実績について

②市原地域・職域連携推進事業「２次計画」に基づく

事業計画（案）について

市原市健康づくり推進協議会（市）

総合的な市の保健計画の策定、進捗状況等の調査
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特定医療費（指定難病）受給件数
P.69
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指定難病医療費助成制度受給者内訳（令和５年度）

パーキンソン病

13%
潰瘍性大腸炎

13%

全身性ｴﾘﾃﾏﾄｰﾃﾞｽ
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56%
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小児慢性特定疾病医療費支援制度受給者件数

P.41
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４－３．地域福祉
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特別児童扶養手当（令和５年度）
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家庭で介護されている障害のある児童（20歳未
満）の福祉の増進を図り、その生活に寄与することを
目的として、児童の父母又は養育者に対して支給され
る手当

令和５年度受給者数：３９８人

注）申請窓口は市役所

P.78



29

P.83
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５．健康生活支援課
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５－１．結核・感染症
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日本における結核の課題（令和５年）
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① 高齢者結核
６０歳以上：７１％

７０歳以上：６２％
８０歳以上：４３％

② 社会・経済的困窮者
ホームレス、生活保護、無職など

③ 外国籍
１，６１９人（全体の１６％）

そのうち、２０歳代は８８４人

※日本人を含めた２０歳代の全結核患者のうち、外国籍患者は８４.８％

※「結核の統計」公益財団法人結核予防会から引用



結核罹患率（令和５年）

罹患率（人口１０万対）

８．１日本

７．６千葉県

８．０市原管内
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管内の結核新登録患者数の推移
P.89
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市原保健所管内の年齢別患者数（令和５年）
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P.91
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市原保健所管内の外国籍の結核患者（令和５年）
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新登録者国名

２人ベトナム

１人フィリピン

１人ミャンマー

１人モンゴル

５人（２４％）合計



市原保健所管内の梅毒の発生状況
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市原保健所管内の梅毒の年代別発生状況
（2023年～2024年第４３週）
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関東近県の梅毒の発生状況
（人口100万人あたりの届出数）
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管内感染症情報のメールでの配信
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週１回、メールマガジンの形で医療機関、学校、市など
に配信（平成２４年に策定した実施要領に基づき配信開始）

【参加状況】１３８か所（令和６年１１月現在）

病院：１２ 保育園・幼稚園等：５３

社会福祉施設：５３ 市原市関係課：５

学校等：１１

その他：４（医師会、歯科医師会、薬剤師会、業者）
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５－２．食品衛生
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食中毒の発生件数
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P.118

注）令和６年度は１０月３１日現在

患者数件数西暦令和

－０２０１９年元年

５１２０２０年２年

－０２０２１年３年

－０２０２２年４年

１１１２０２３年５年

－０２０２４年６年
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食品営業施設への指導（法改正後）
P.112，113

注）令和６年度は１０月３１日現在の実績

監視件数要許可施設数西暦令和

１,６０５４,１５０２０１９年元年

６３９４,０８９２０２０年２年

１,０８７３,２２９２０２１年３年

９２５３,０３４２０２２年４年

９５９２,９３３２０２３年５年

６４２２,９２２２０２４年６年


